平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（書くこと）
プロトタイプＣ
単元：

BOOK 3，Lesson3
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（書くこと）

評価規準：

　インタビューの内容に基づいて，プロフィール表を書くことができる。

評価方法：

【ライティングテスト】p.30-31，USE Mini-project，4 Writeの活動とパラレルなタスクを行う。

p.31，USE Mini-project，3 Speakの活動とパラレルなタスクを行った後（外国語表現の能力「話すこと」Lesson3評価事例参照），その内容をもとにプロフィール表を作成する。内容は，①出身地，②当該中学校での滞在年数，③先生になった目的，④海外での訪問地　⑤現在興味を持っていること，の５点である。

留意点

外国語表現の能力（話すこと）Lesson3評価事例をもとに行う，インタビュー活動のメモをプロフィール表にするタスクである。

「話すこと」と統合的に評価する場合は，前の活動に左右される部分があることに留意する。また，単独で評価を行う場合には，インタビューでメモをとる際に間違いがあったり，書き取れなかったことで今回のタスクに不利益が生じてはいけないので，インタビューの5点の回答については事前に全体で確認するなどの配慮が必要である。
評価基準：A・B・Cの3段階

A：言語的誤りがほとんどなく，５つの内容について４つ以上正しく伝えている。

B：いくつか言語的誤りがあるが理解できる範囲であり，また，5つの内容について３つ以上正しく伝えている。
C：伝えたい意図が曖昧になるような言語的誤りがいくつかあり，正しく伝えている内容が２つ以
　  下である。

評価課題：

先生とのインタビューを行った際に質問した内容のメモをもとに，次の５点について先生のプロフィール表を作成しなさい。

1 出身地

2 〇〇中学校での滞在年数
3 先生になった目的
4 海外での訪問地
5 現在興味を持っていること，
解答例：
	Name
	(省略)

	The place he/she was born
	Hiroshima

	Have been in this school
	for three years

	Purpose of being a teacher
	He / She likes to talk with students.    or

To teach English many students.

	Have been to 
	The U.S., Korea, Australia

	Interests in
	playing the violin


留意点

ここでは言語的正確さを評価対象としているので，既習単語のスペルミスについては減点対象とするが，プロフィール表という性格上，forやtoなどを書いていないものについてはその対象としない。

メモ欄の記述については評価対象としない。




































